
羅
什
訳
妙
法
華
経
に
於
て
、
虚
空
の
訳
語
は
騨
勤
蟹
と
幽
貝
閨
房
苗
の
二
つ
の
言
葉
に
就
い
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既

①

に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
虚
空
の
語
を
直
接
的
税
法
場
面
の
設
定
と
し
て
使
用
し
た
の
は
、
十
一
章
見
宝
塔
品
と

十
三
章
従
地
涌
出
品
と
に
と
ｇ
め
ら
れ
る
。
見
宝
塔
品
に
於
て
は
画
昌
冨
〕
・
涛
苗
の
中
に
多
宝
塔
が
涌
出
し
、
定
住
し
、
説
法
が
な
さ
れ
、

涌
出
品
に
於
て
は
地
下
の
竺
働
宙
の
中
に
定
住
せ
る
地
涌
の
菩
薩
等
が
涌
出
し
、
多
宝
塔
の
周
り
に
集
り
、
そ
の
場
面
の
す
べ
て
を

凶
厨
箇
の
世
界
に
置
換
え
て
説
法
が
な
さ
れ
て
い
る
。
妙
法
華
経
は
こ
の
両
者
を
通
じ
て
虚
空
の
訳
語
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
正
法

華
経
は
幽
貝
自
民
笛
を
虚
空
、
凶
厨
箇
を
摂
護
土
界
と
訳
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
小
論
は
法
華
経
の
原
始
分
た
る
第
一
期
第
二

期
成
立
の
各
章
に
於
い
て
、
虚
空
と
訳
出
さ
れ
た
語
と
、
そ
れ
の
使
用
さ
れ
た
愈
味
を
考
察
し
て
行
き
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
、

妙
法
華
経
に
於
て
虚
空
の
訳
語
は
次
の
各
章
に
於
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
譽
職
品
・
薬
草
職
品
・
授
記
品
・
化
城
職
品
・
五
百
弟
子
授
記
品
・
見
宝
塔
品
・
安
楽
行
品
・
従
地
涌
出
品
・
分
別
功
徳
品
。

法
華
経
の
虚
室
に
っ

一
一

望
い

て

月

海
淑

〃
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常
不
軽
菩
薩
品
・
如
来
神
力
品
で
あ
る
。
そ
し
て
以
上
の
中
、
梵
文
法
華
経
に
於
け
る
画
回
国
国
原
画
の
語
の
訳
語
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も

の
は
、
警
嚥
品
・
授
記
品
・
見
宝
塔
品
・
安
楽
行
品
・
従
地
涌
出
品
・
分
別
功
徳
品
・
常
不
軽
菩
薩
品
・
如
来
神
力
品
で
あ
り
、
鼻
駁
画

の
訳
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
薬
草
蔵
品
・
化
城
楡
品
・
五
百
弟
子
授
記
品
・
見
宝
塔
品
・
安
楽
行
品
・
従
地
涌
出
品
・
分
別

功
徳
品
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
便
宜
上
此
れ
等
各
章
に
於
け
る
表
現
箇
所
を
現
存
経
典
か
ら
摘
出
し
、
考
察
し
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
’

一

一

一

ｂ

授
記
品

ａ
響
楡
品

②

（
妙
）
所
散
天
衣
住
二
虚
空
中
一
・
而
自
廻
転
。
諸
天
伎
楽
百
千
万
種
。
於
二
虚
空
中
二
時
倶
作
。
雨
二
衆
天
華
一
。

③

（
正
）
以
天
華
香
意
華
大
意
華
散
子
仏
土
。
諸
天
衣
物
悉
准
雌
空
羅
列
而
住
。
天
上
伎
楽
自
然
而
鳴
。
天
上
大
声
自
然
霞
痩
普
雨
天
華
。

〈
梵
）
ｅ
ぐ
風
凰
８
ぐ
鱒
牌
国
葛
§
韓
国
僅
艮
胃
民
附
ご
け
国
冒
畠
騨
口
陣
の
日
画
一
農
ぐ
圃
凰
ｏ
閏
日
興
画
ｌ
曾
菌
ｌ
の
昌
画
の
鼠
三

目
且
§
ぽ
畠
鼠
８
ｇ
ｑ
四
目
ｇ
涛
滞
冨
屍
習
騨
固
画
旨
威
の
目
色
一
日
幽
底
斡
口
９
日
。
騨
冒
名
画
ｌ
ぐ
閏
笛
日
：
嵐
冒
鱈
ぐ
幽
励
昌
岸
》
》

④

剣
野
ぐ
四
日
・
僅
副
８
日
ｇ
脳
画
員
の
切
目
画
・
一

こ
れ
は
、
耆
關
掘
山
に
於
て
舎
利
弗
が
未
来
世
に
作
仏
し
華
光
如
来
の
記
荊
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
関
し
、
天
に
住
む
弟
子
等
が
身
に

着
せ
る
衣
服
を
脱
い
で
仏
に
供
養
し
た
処
の
記
述
で
あ
っ
て
、
三
経
典
共
に
同
一
の
内
容
が
語
ら
れ
て
お
り
、
正
・
妙
両
経
共
に
虚
空

の
訳
語
が
使
用
さ
れ
て
お
る
が
、
正
法
華
経
の
み
凶
ご
厨
風
嚴
煙
の
訳
を
一
度
省
略
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
一
の
訳
語
を
二
度
重
ね

る
こ
と
の
煩
鎖
を
避
け
た
畠
め
と
思
わ
れ
る
。

胃
罵
自
席
笛
使
用
の
場
合
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ｃ
見
宝
塔
品

こ
の
章
に
於
て
は
五
ヶ
所
に
於
て
僅
艮
肖
民
笛
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
主
な
も
の
は
、

（
妙
）
爾
時
仏
前
有
二
七
宝
塔
一
。
高
五
百
由
旬
。
縦
広
二
百
五
十
由
旬
。
従
し
地
涌
出
住
二
在
空
中
一
（
８
２
ｂ
）

（
正
）
爾
時
仏
前
。
七
宝
之
塔
従
地
涌
出
。
二
万
里
通
現
綬
仏
。
起
在
虚
空
自
然
而
立
（
１
０
２
ｂ
）

（
梵
）
画
昏
画
厘
煙
白
目
閣
隠
ぐ
胃
農
己
同
煙
の
酌
鷲
鼻
島
己
昇
ぽ
副
Ｉ
も
愚
・
の
勘
庁
冒
愚
騨
ロ
ー
日
昌
ご
畔
の
§
厨
１
国
冒
閏
ｌ
日
魯
息

の
舜
号
。
》
一
〕
ロ
冒
侭
胃
農
冒
域
。
鱒
ｌ
望
。
〕
豐
騨
ｌ
曾
薗
昌
巨
。
。
閣
員
ぐ
の
旨
画
国
Ｑ
ｌ
鰐
口
目
§
の
冨
・
鱈
隠
凰
愚
底
の
口
画
一

凶
ず
ぽ
冒
昼
、
齢
日
昌
幽
ぐ
駒
昏
倒
禺
固
の
画
日
四
口
薗
邑
息
の
印
騨
日
働
ぐ
倒
易
呂
画
。
…
・
・
．
（
２
６
２
）

（
妙
）
見
三
所
分
身
仏
悉
己
来
集
。
各
各
坐
二
獅
子
之
座
一
。
皆
間
圃
諸
仏
与
欲
三
同
開
二
宝
塔
一
。
即
従
し
座
住
二
虚
空
中
一
。
（
３
３
ｂ
）

（
正
）
見
諸
所
化
各
各
坐
師
子
之
座
。
及
諦
侍
者
皆
来
集
会
。
斉
華
供
餐
。
即
従
座
起
住
於
雌
空
（
１
０
３
ｃ
）

（
梵
）
の
ぐ
画
汽
凰
口
底
胃
凰
凶
の
斡
口
鼠
ロ
ヰ
ぽ
葛
色
ぐ
騨
昏
劉
騨
切
騨
日
脚
目
９
国
篇
の
》
爵
昏
胃
（
２
１
３
）

（
妙
）
各
作
二
是
念
一
。
仏
座
高
遠
。
唯
願
如
来
以
二
神
通
力
一
。
令
三
我
等
輩
倶
処
二
虚
空
一
。
即
時
釈
迦
牟
尼
仏
。
以
二
神
通
力
一
接
藷
大

衆
一
皆
在
一
聡
空
一
。
（
３
３
ｃ
）

（
妙
）
其
仏
常
処
二
虚
空
一
為
し
衆
説
し
法
。
（
２
１
ａ
）

（
正
）
則
坐
虚
空
。
為
一
切
人
講
説
経
法
。
（
８
７
ｂ
）

（
梵
）
の
四
３
ず
ぼ
画
的
働
ぐ
倒
口
ぐ
巴
冨
冒
閏
日
豊
冨
風
嚴
の
の
呂
津
乱
】
一
〕
冨
嚴
冨
日
号
日
日
四
日
・
の
皆
電
詠
弓
画
建
（
１
３
４
，
ｔ
５
）

須
菩
提
が
未
来
世
に
於
て
名
相
如
来
と
な
ら
ん
と
せ
る
記
述
の
処
で
あ
っ
て
、
梵
文
法
華
経
が
曾
口
国
風
厨
鱈
を
も
っ
て
語
っ
て
い
る

如
く
、
空
中
に
於
て
そ
の
仏
は
住
し
法
を
説
く
と
し
た
も
の
で
あ
る
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ｄ
安
楽
行
品

（
正
）
心
念
言
。
諸
仏
至
真
道
徳
高
遠
而
不
可
逮
。
巍
々
難
最
不
可
称
限
。
唯
願
如
来
。
垂
意
見
念
加
。
威
神
恩
。
令
我
等
輩
倶
処
虚
空
。

仏
知
所
念
現
神
足
力
。
使
四
部
衆
自
然
超
上
処
於
虚
空
（
１
０
４
ｃ
）

（
梵
）
ｑ
目
色
ｌ
出
房
凶
ぐ
閣
寓
鱒
日
ｇ
ロ
闘
橿
ｇ
昏
僧
胃
豐
屋
箇
日
一
倒
鱒
ロ
昌
一
目
四
日
ぐ
亀
四
目
画
風
圖
呂
僧
胃
営
号
ロ
割
の
口
騨

ぐ
ぃ
旨
劉
儲
四
日
§
け
昌
旨
侭
閣
。
ｇ
の
日
画
昌
一
胃
ぽ
画
］
合
巴
ロ
ー
曽
鼬
嘱
笥
割
勘
汽
昌
四
日
ロ
凰
叩
愚
昏
凋
胃
騨
叩
国
閏
日
呂
冨
関
圖
日

冒
愚
僅
尉
Ｂ
８
ｇ
の
勘
ぐ
煙
８
９
唇
ｌ
冒
風
ぐ
冒
鳥
画
日
野
圏
冒
薗
切
箇
】
旨
く
①
薗
葛
自
侭
目
冨
ｌ
ｇ
訂
旨
凹
庁
駁
８
９
閏
：

冨
愚
且
○
ぐ
菖
冒
胃
の
四
日
§
閏
ｑ
四
目
国
風
篇
の
胃
幽
蔚
曾
ｇ
畠
昌
の
日
脚
（
２
１
５
）

こ
の
章
の
説
示
は
、
七
宝
塔
が
地
よ
り
涌
出
し
て
空
中
に
住
し
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
七
宝
塔
の
住
処
に
昇
り
多
宝
如
来
と
並
座
し
、
次
で
四

衆
の
乞
に
応
じ
て
四
衆
を
も
空
中
に
住
せ
し
め
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
妙
・
正
両
法
華
経
共
に
閣
凰
胃
涛
箇
を
虚
空
と
訳

洲
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
ｌ
中
二
ヶ
所
妙
法
華
経
は
空
中
と
訳
出
Ｉ
虚
空
は
元
来
鼻
駁
騨
の
訳
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
る
も
の
で

あ
っ
て
、
本
来
の
虚
空
の
意
味
と
は
異
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
空
中
の
意
が
一
番
過
切
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
正
法
華
経
は
各
章
を
通

じ
て
幽
凰
目
鼻
苗
を
虚
空
と
訳
出
し
て
い
る
。

（
妙
）
虚
空
諸
天
為
し
聴
レ
法
故
（
３
８
ｃ
）

（
正
）
虚
空
神
明
無
数
天
子
聴
所
説
経
（
１
０
９
ｂ
）

（
梵
）
画
ロ
国
境
胃
、
動
ぐ
脚
。
騨
崗
画
恥
。
溌
冨
卸
旦
の
ぐ
騨
時
倒
査
（
２
４
６
）

如
来
の
滅
後
に
四
安
楽
行
の
第
四
の
行
を
成
就
せ
る
者
に
は
、
樋
々
な
信
者
や
、
空
中
を
遊
行
せ
る
諸
天
は
法
を
聴
く
た
め
に
随
侍
せ
り

の
文
章
の
中
で
右
の
引
用
文
は
示
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
妙
正
両
経
の
虚
空
の
語
は
諸
天
を
形
容
す
る
語
で
あ
っ
て
、
本
来
諸
天
の
住
む

』

■
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（
妙
）
天
鼓
虚
空
中
自
然
出
二
妙
声
一
（
４
４
ｃ
）

（
正
）
上
虚
空
中
自
然
雷
震
柔
軟
音
声
（
１
１
６
ａ
）

（
梵
）
巨
冨
国
冒
８
ぐ
騨
房
ご
画
の
ロ
・
巨
口
Ｑ
ｐ
ｇ
同
旨
日
ご
凰
畠
色
具
○
日
騨
障
昌
国
鯵
的
冒
管
団
伝
一
（
２
８
３
）

前
場
三
ヶ
の
文
は
何
れ
も
こ
の
章
の
前
半
に
於
て
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
切
の
衆
生
は
無
上
等
正
覚
を
得
く
し
と
仏
が
説
か
れ
た
時
、
上

（
妙
）
是
諸
菩
薩
従
し
地
出
己
。
各
誌
二
腺
空
七
宝
妙
塔
多
宝
如
来
釈
迦
牟
尼
仏
所
一
（
４
０
ａ
）

（
正
）
従
地
涌
出
。
或
従
上
下
。
或
四
方
来
。
至
忍
世
界
悉
住
空
中
。
見
子
域
度
多
宝
世
尊
能
仁
大
聖
。

（
梵
）
８
ｓ
目
日
且
ご
ｇ
日
凰
弓
閏
昌
の
国
営
の
四
日
幽
旨
画
１
国
目
鱈
ｌ
出
誌
月
○
ぐ
鱒
曽
導
騨
の
四
日
勉
回
目
風
爾
の

ｆ
分
別
功
徳
品

べ
き
場
処
で
あ
り
空
中
で
あ
る
と
な
し
う
る
。

ｅ
従
地
涌
出
品

（
妙
）
於
二
虚
空
中
一
、
雨
二
曼
陀
羅
華
・
…
・
・
一
（
４
４
ａ
）

（
砿
）
応
時
服
空
雨
天
華
。
意
轆
・
・
・
…
（
１
１
５
ｃ
）

（
梵
）
の
ぐ
ｇ
肖
一
ぐ
巴
圖
冒
の
胤
画
昌
冨
且
窃
曽
自
営
爵
愚
ぐ
鼬
１
日
昌
画
１
日
閣
員
閏
閏
ぐ
曽
創
日
：
．
：
．
（
２
８
０
）

（
妙
）
於
二
虚
空
中
一
天
鼓
自
鳴
：
…
．
（
４
４
ｂ
）

（
正
）
従
虚
空
堕
。
虚
空
之
巾
発
大
砺
音
（
１
１
５
ｃ
）

（
梵
）
ａ
ご
乱
凰
８
８
口
§
昌
揖
昌
画
Ｉ
Ｃ
昌
愚
ご
『
画
具
貰
涛
切
騨
冒
閏
ご
胃
留
口
陣
印
日
ｇ
色
景
冨
Ｃ
Ｏ
胃
９
国
厨
の

Ｒ
旨
画
彦
凶
・
・
・
・
．
（
２
《
６
０
）

（
寸
入
制
Ｌ
ｎ
Ｕ
刈
仕
）

鼻
ロ
評
Ｑ
・
…
．
（
２
５
５
）

ぐ
騨
建
〕
勵
胃
煙
の
画
【
ロ、
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h

私ェ

禍
以
詞
列
顎
↑
弓
ノ
に
口

（
妙
）
即
時
諸
天
於
二
虚
空
中
一
高
声
唱
言
。
（
５
２
ａ
）

（
正
）
則
間
空
中
音
声
。
而
歌
頌
臼
。
（
１
２
４
ａ
）

（
梵
）
図
曾
Ｂ
ｏ
曾
薗
国
厨
凰
胴
屋
搦
色
目
幽
胃
閏
励
昌
一
（
３
２
９
）

（
妙
）
彼
諸
衆
生
間
一
賑
空
中
声
一
己
（
５
２
ａ
）

（
正
）
於
時
衆
生
間
空
中
自
然
之
音
（
１
２
４
ｂ
）

（
梵
）
ｇ
の
胃
ぐ
鼬
Ｉ
伽
画
騨
ぐ
画
冒
閣
日
の
ぐ
四
日
ｌ
目
冨
日
四
日
胃
岸
の
倒
口
胤
個
菌
箇
箇
野
鼻
ぐ
卿
（
３
２
９
）

梵
文
法
華
経
に
於
て
は
更
に
一
ケ
所
騨
昌
９
国
厨
四
の
語
の
使
用
が
み
ら
れ
る
・

十
方
の
諸
仏
の
世
界
に
住
す
る
一
切
大
衆
が
、
仏
の
神
力
の
故
に
、
多
宝
塔
の
周
囲
に
無
量
無
辺
の
菩
雛
衆
、

を
見
、
観
喜
し
未
曽
有
を
感
じ
た
時
に
、
諸
天
が
上
の
方
か
ら
声
を
発
し
た
と
す
る
折
の
記
述
で
あ
る
。
従
↓

様
に
神
力
品
の
虚
空
は
諸
天
の
住
処
で
あ
り
、
閏
貝
胃
涛
笛
で
あ
る
と
い
い
う
る
。

（
梵
）
図
曾
Ｂ
８
ｐ
３
風
厨
魁
胴
固
搦
色
目
幽
脅
閏
励
昌
一
（
３
２
９
）

（
妙
）
彼
諸
衆
生
間
一
賑
空
中
声
一
己
（
５
２
ａ
）

（
正
）
於
時
衆
生
間
空
中
自
然
之
音
（
１
２
４
ｂ
）

（
梵
）
ｇ
の
胃
ぐ
鼬
Ｉ
伽
画
騨
鼠
冒
閣
日
の
ぐ
四
日
ｌ
目
冨
日
四
日
胃
岸
の
目
凰
個
冨
一

梵
文
法
華
経
に
於
て
は
更
に
一
ケ
所
騨
昌
９
国
厨
四
の
語
の
使
用
が
み
ら
れ
る
・

十
方
の
諸
仏
の
世
界
に
住
す
る
一
切
大
衆
が
、
仏
の
神
力
の
故
に
、
多
宝
塔
の
周
函

を
見
、
観
喜
し
未
曽
有
を
感
じ
た
時
に
、
諸
天
が
上
の
方
か
ら
声
を
発
し
た
と
す
琴

様
に
神
力
品
の
虚
空
は
諸
天
の
住
処
で
あ
り
、
閏
貝
胃
涛
笛
で
あ
る
と
い
い
う
る
。

来
神

力

ロ
函

衆、

の
方
か
ら
世
尊
、
一
切

ｇ
常
不
軽
菩
薩

３
吋
Ｉ
一
ノ
剥
叫
’
一
コ
Ｉ
国
Ⅲ
照 切

Ｉ仁

（
妙
）
是
比
丘
臨
二
欲
し
終
時
一
。
於
二
虚
空
中
一
。
具
聞
二
威
音
王
仏
先
所
レ
説
法
華
経
一
（
５
１
ａ
）

（
正
）
大
臨
終
。
踊
在
虚
空
唱
揚
大
音
。
欺
斯
経
典
（
１
２
３
ａ
）

（
梵
）
の
鱒
８
の
昌
号
胃
号
目
８
：
．
…
日
貨
画
目
色
ｌ
厨
宮
ｌ
の
四
日
黛
の
胃
胃
冒
冨
の
旨
扇
・
昌
昌
冨
四
Ｉ
凰
獄
醤
８
且
冒
鱈
日

○
旨
幽
胃
口
画
１
１
己
陛
境
目
画
昌
四
国
胃
鯉
恥
吋
画
口
切
詳
（
３
２
１
）

ロ
ねＩ

ロ

衆
生
の
上
に
曼
陀
羅
華
等
が
降
り
そ
畠
ぎ
、
天
鼓
は
自
然
に
鳴
っ
た
と
い
う
場
面
の
説
示
で
あ
る
．

四
衆
等
が
集
っ
て
お
る
の

従
っ
て
安
楽
行
品
の
場
合
と
同
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倒
厨
蟹
使
用
の
場
面

以
上
、
妙
法
華
経
に
於
て
み
ら
れ
る
虚
空
の
語
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
梵
文
法
華
に
於
て
画
働
冨
働
厨
画
の
譜
を
も
っ
て
語
ら
れ
た
も
の

に
つ
い
て
見
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
こ
笛
で
幽
凰
閏
詳
茜
に
よ
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
を
二
つ
の
種
類
に
大
別
出
来
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
一
は
天
か
ら
雨
を
降
し
た
り
、
声
を
出
し
た
り
す
る
諸
天
の
住
処
に
関
す
る
も
の
で
、
二
は
多
宝
塔
が
地
よ
り
涌
出
し
空
中

に
住
在
し
た
り
、
仏
が
空
中
で
何
ご
と
か
を
為
し
た
り
す
る
場
合
の
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
安
楽
行
品
で
妙
法
華
経
が
虚
空
諸
天
、
正
法

華
経
が
虚
空
神
明
無
数
天
子
と
訳
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
梵
文
法
華
経
は
鼬
口
冨
風
嚴
妙
剤
５
胃
胤
と
な
し
て
お
っ
て
妙
正
両
経
の
叉
は

「
虚
空
の
諸
天
」
「
虚
空
の
神
明
云
々
」
と
読
む
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
主
語
は
諸
天
で
あ
り
膿
空
は
諸
天
を
修
飾
す
る

語
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
虚
空
に
お
る
諸
天
は
と
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
こ
の
場
面
の
雌
空
は
諸
天
等
の
住
処
で

あ
り
、
人
間
世
界
の
上
に
あ
る
空
中
を
意
味
し
、
倒
厨
段
の
も
っ
て
お
る
虚
空
の
意
味
を
も
っ
て
お
ら
な
い
。
後
者
の
使
用
法
で
は
説

示
の
内
容
、
回
数
か
ら
も
見
宝
塔
品
が
中
心
で
あ
る
と
い
出
う
る
。
し
か
し
、
見
宝
塔
品
と
涌
出
品
の
説
法
場
面
と
で
は
相
異
が
認
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
見
宝
塔
品
を
中
心
と
す
る
騨
昌
胃
鼻
笛
使
用
の
虚
空
の
語
は
空
中
と
な
さ
ぽ
る
を
得
な
い
。
尚
、
こ
の
場
合
の

両
品
の
内
容
上
の
説
明
は
日
本
仏
教
学
会
年
報
第
二
士
一
亭
所
戦
の
拙
諭
、
法
華
経
の
見
宝
塔
品
と
従
地
涌
出
品
に
於
け
る
画
艮
胃
鼻
笛

と
鼻
胤
画
に
つ
い
て
、
を
参
照
し
て
い
た
営
き
た
い
。

こ
の
語
の
使
用
例
は
先
づ
薬
草
職
品
に
見
ら
れ
る
。
即
ち

ａ
薬
草
嚥
品

五 四

、
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ｂ
化
城
楡

（
妙
）
南
方
二
〃

（
正
）
南
方
現
〃

（
鉢
凡
）
。
“
丙
浬
督

…
（
１
６
４
）

城
職

〈
妙
）
所
謂
解
脱
相
離
相
滅
相
。
究
寛
浬
薬
常
寂
滅
相
。
終
帰
二
於
空
一
（
１
９
ｃ
）

（
正
）
入
解
脱
味
志
子
域
度
。
度
諸
末
度
究
寛
滅
度
。
令
至
一
土
一
同
法
味
。
到
無
恐
樅
使
得
解
脱
（
８
３
ｃ
）

（
梵
）
陽
？
Ａ
閉
幽
１
号
胃
日
僅
日
ぐ
箆
再
乱
昌
且
自
国
ぐ
旨
昌
厚
－
１
国
困
日
９
２
畠
Ｉ
愚
閏
冒
己
胃
乱
目
ｌ
も
鯉
ｑ
四
ぐ
閉
冒
四
日

員
辱
幣
も
閏
冒
腎
司
冨
固
の
富
１
９
口
目
冨
目
鼻
倒
笛
Ｉ
隠
睦
冨
日
斡
璽
旨
旨
寓
目
（
１
１
６
）

こ
の
章
の
冒
頭
で
世
尊
が
迦
葉
と
大
弟
子
等
に
如
来
の
法
は
一
相
一
味
な
り
、
と
語
っ
た
後
に
於
て
説
示
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
。
梵
文

●

法
華
経
が
鼻
駁
印
〕
ぬ
胃
涛
四
日
舎
営
日
巳
昌
眉
と
語
っ
て
お
る
の
に
対
し
、
妙
法
華
経
は
「
空
」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
の
に
、
正
法

華
経
は
「
空
」
と
も
「
虚
空
」
と
も
な
さ
ず
、
恐
慨
な
く
解
脱
を
得
せ
し
む
る
に
至
る
と
な
し
て
い
る
の
は
注
意
を
要
し
な
け
れ
ば
な
ら

華
経
は

な
い
。

ふ
め
》
③
０
世
尊
が
十
六
人
の
菩
薩
の
住
処
に
つ
い
て
語
っ
た
場
面
で
あ
る
が
、
南
方
に
二
仏
あ
り
と
な
し
、
二
仏
の
名
称
を
迷
べ
て
お
る
が
、
正

法
華
経
は
常
域
如
来
だ
け
で
、
跨
厨
蟹
ｌ
も
罠
胃
厘
冨
計
鼠
（
虚
空
住
）
如
来
の
名
称
を
訳
出
し
て
お
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
勿
論
不
明
で

Ｃ
五
百
弟
子
授
記
品

品

南
方
二
仏
。
一
名
二
虚
空
住
一
・
二
名
一
常
滅
一
。
（
２
５
ｂ
）

南
方
現
住
二
仏
。
号
一
住
常
域
度
如
来
。
（
９
２
ａ
）

。
“
丙
浬
冨
豊
凶
日
日
隆
一
曽
涛
笹
口
画
匿
勘
曾
Ｉ
も
圖
蝕
、
替
詳
鼠

タ

８
国
胃
圖
冨
昏
儲
胃
○
貞
冨
ロ
印
曽
昌
鼻
１
９
日
目
邑
冒

Ｉ
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１
‐
，
ダ
ヶ
．
一
ｊ
Ｊ
、
０
．
に

（
妙
）
仮
使
有
し
人
手
把
二
虚
空
一
而
以
遊
行
亦
未
し
為
し
雛
（
３
４
ａ
）

（
正
）
若
以
一
手
捲
捉
尽
於
虚
空
至
於
無
所
至
不
足
以
為
難
（
１
０
４
ｃ
）

（
梵
）
鼻
胤
騨
１
農
倒
日
眉
穏
昏
の
凹
創
倒
日
の
冨
ｌ
尚
昌
黒
目
目
目
鼻
骨
鼻
一

胃
鼻
§
牙
倒
８
恩
。
目
の
厨
旨
画
冨
ｑ
冒
幽
ぐ
目
目
鼻
肖
画
Ｂ
一
一
（
２
１
８
）

法
華
経
を
受
持
す
る
こ
と
の
困
難
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
虚
空
を
も
っ
て
一
個
の
物
質
視
し
た
比
嚥
で
あ
る
。
正
法
華
経
は

こ
の
文
章
に
至
っ
て
初
め
て
騨
離
画
を
虚
空
と
訳
出
し
て
お
る
。

は
見
ら
れ
な
い
。
叩

．
見
宝
塔
品

ｅ
安
楽
行
品

富
楼
那
が
法
明
如
来
と
な
ら
ん
と
す
る
記
別
の
中
に
こ
の
文
章
は
見
ら
れ
る
。
法
明
如
来
の
住
処
は
平
ら
か
に
し
て
七
宝
を
も
っ
て
な
り

立
ち
、
七
宝
を
も
っ
た
楼
閣
は
充
満
し
、
且
つ
諸
天
の
宮
殿
は
虚
空
に
あ
る
と
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
正
法
華
経
に
は
虚
空
の
直
訳

は
見
ら
れ
な
い
。
即
ち
麗
妙
遥
相
應
見
は
意
訳
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
妙
）
一
切
法
空
。
如
実
相
。
不
二
顛
倒
一
不
し
動
不
レ
退
不
レ
転
。
如
二
雌
空
一
無
二
所
有
性
一
・
（
３
７
ｂ
）

（
梵
）
・
…
：
８
ぐ
四
１
ぐ
ざ
倒
昌
倒
昌
Ｑ

Ｑ
の
ぐ
鋤
ｐ
Ｑ
Ｈ
僅
丙
畑
寓
煙
冒
感
（
１
７
８
）

（
妙
）
七
宝
台
観
充
二
満
其
巾
一
・
諸
天
宮
殿
近
処
二
虚
空
一
人
天
交
接
両
得
二
相
見
一
（
２
７
ｃ
）

（
正
）
重
閣
精
舎
周
辺
普
満
。
而
用
七
宝
。
猶
如
諸
天
宮
殿
麗
妙
遥
相
膳
見
。
天
上
観
世
間
。
世
間
得
見
天
上
。
天
人
世
人
往
来
交
接
。

騨
胤
麹
Ｉ
切
言
尉
凰
９
画
ぐ
ぷ
冒
貝
一
号
乱
§
』
日
四
口
易
国
旨
島
鼻
遇
陣
昌
日
僅
己
易
制
§
］

●

（
９
５
ｃ
）
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四
安
楽
行
の
中
の
身
安
楽
行
に
つ
き
説
か
れ
た
も
の
で
、
第
二
の
親
近
処
の
冒
頭
に
説
示
さ
れ
た
一
節
で
あ
る
。
正
法
華
経
が
倒
冨
雷
ｓ

訳
出
を
行
な
っ
て
お
ら
な
い
点
は
や
は
り
注
意
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
何
れ
に
し
ろ
、
虚
空
が
空
箇
ご
箇
箇
の
如
く
所
有

●

の
性
な
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ｆ
従
地
涌
出
品

〃
グ
ー
４
Ｊ
、
可
Ｉ
ｌ
Ｌ
ｉ
ｎ

（
正
）
歓
一
切
法
皆
為
空
無
。
如
所
住
立
己
堕
顛
倒
。
所
立
正
諦
常
住
如
法
。
専
乗
身
心
不
動
不
揺
。
不
退
不
転
濁
捨
滅
尽
。
不
生
不
有

無
有
自
然
。
無
為
無
数
無
所
可
有
。
（
１
０
７
ｃ
）

〈
梵
）
の
胃
ぐ
煙
１
号
閏
日
削
欝
昌
曽
ぐ
葛
ぐ
巴
。
冨
冒
武
冨
昏
留
胃
冒
僅
易
菩
津
曽
曾
胃
冒
目
色
ぐ
ぢ
胃
§
ｌ
の
呂
身
冒
○
笛
昏
倒

１
９
犀
騨
Ｉ
の
昏
洋
曽
秒
８
両
ロ
斡
冨
冒
弓
画
目
色
ぐ
ぎ
閏
噂
目
§
画
風
司
胃
薗
己
晩
働
尉
穏
昏
倒
１
９
割
卸
ｌ
吻
昏
爵
口
黒
鼠
画
Ｉ

こ
の
章
に
於
て
は
四
ケ
所
に
お
い
て
倒
丙
鐵
曾
の
語
は
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
は

（
妙
）
光
尽
在
二
此
娑
婆
仙
界
之
下
。
此
界
虚
空
中
住
。
是
誌
菩
隣
聞
二
釈
迦
牟
尼
仏
所
説
音
声
一
従
レ
下
発
来
（
４
０
ａ
）

（
正
）
在
於
地
下
摸
護
士
界
。
人
民
道
行
椅
斯
忍
界
。
聞
仏
顕
揚
法
華
音
声
従
地
踊
出
（
１
１
０
ｂ
）

（
梵
）
瀞
磁
蔚
日
日
鯨
底
画
ｌ
も
博
巨
ぐ
割
倒
日
自
丘
画
凹
国
３
１
全
底
画
薗
巨
ぐ
旨
閏
圖
員
日
の
目
鱒
（
２
５
３
）

（
妙
）
爾
時
四
衆
亦
以
二
仏
神
カ
ー
故
、
見
三
諸
菩
薩
遍
二
満
無
量
百
千
万
億
国
土
虚
空
一
（
４
０
ａ
）

（
正
）
令
四
部
衆
悉
得
普
見
。
又
使
念
知
比
忍
世
界
。
諸
菩
薩
衆
於
虚
空
巾
。
各
々
摂
謹
百
千
仏
土
（
１
１
０
ｃ
）

雫
（
梵
）
一
日
倒
日
息
静
け
倒
日
さ
厨
１
号
幽
胃
日
雷
薗
Ｉ
恩
冒
禺
醐
冨
曾
Ｉ
冨
風
駒
嘗
詳
画
眉
す
＆
嵐
恩
威
ぐ
色
Ｉ
冨
嵐
目
９
画
目

（
梵
）
旨
旨
習
口
息
の
鯉

四
○
罵
倒
丙
ｍ
ｐ
ｐ
．
（
２
５
６
）

の
ぐ
画
ず
ぽ
画
く
倒
旨
（
２
３
４
）
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（
妙
）
如
一
虚
空
無
辺
一
其
福
亦
如
し
是
（
４
６
ａ
）

（
正
）
警
如
虚
空
界
其
限
不
可
得
（
１
１
７
ｃ
）

（
梵
）
冨
昏
隊
ぐ
風
厨
臘
１
号
礫
自
営
胃
騨
日
幽
冨
曾
ｇ
冨
雷
冨
昌
騨
蔽
一

昌
勘
呂
号
獣
呂
且
ご
騨
冒
己
巨
掴
討
幽
ｌ
爵
鱈
ご
鼠
。
寓
騨
日
嵐
毎
騨
竺
一
（
２
９
０
）

こ
の
章
に
於
け
る
虚
空
は
、
如
来
寿
量
品
の
説
示
に
対
し
弥
勒
菩
薩
が
世
尊
の
説
示
は
衆
生
を
利
す
る
こ
と
無
限
で
あ
る
と
語
る
箇
所
と

世
尊
が
衆
生
に
向
っ
て
、
如
来
の
滅
後
に
法
華
経
を
受
持
し
行
ぜ
ば
、
そ
の
功
徳
は
虚
空
が
周
囲
に
無
限
な
る
ご
と
く
無
量
で
あ
る
と
説

ら
れ
な
い
。

大
地
の
底
の
虚
空
か
ら
無
量
の
菩
薩
等
が
涌
出
し
多
宝
塔
の
前
に
至
り
虚
空
の
中
に
住
し
た
、
と
な
す
一
連
の
記
述
の
文
章
で
あ
る
が
、

正
法
華
経
は
こ
の
章
に
到
り
初
め
て
新
た
に
画
汽
融
騨
に
摂
護
土
界
の
訳
語
を
使
用
し
て
い
る
。
尚
、
摂
護
土
界
の
訳
は
こ
の
章
に
し
か
見

ｇ
分
別
功
徳
品

（
妙
）
如
一
虚
空
無
辺
一
雨
茨
曼
陀
羅
華
：
：
：
一
（
４
４
ｃ
）

（
正
）
譽
如
虚
空
無
有
辺
際
諸
天
所
雨
…
…
（
１
１
６
ａ
）

（
梵
）
餌
ご
胃
】
冨
汽
四
ｓ
冒
澤
遭
画
冒
陛
日
“
ロ
ロ
息
印
画

○

騨
農
画
１
号
倒
薗
呂
冒
昏
倒
》
肩
騨
９
９
農
（
２
８
２
）

（
妙
）
醤
如
二
虚
空
東
西
南
北
四
維
上
下
無
猷
無
辺
一
（
４
５
ｃ
）

（
梵
）
鼬
凰
圖
日
ど
篭
鼻
舩
画
１
号
騨
貝
砦
胃
冨
昌
鳥
目
笥
騨
１
８
厨
冨
閣
Ｉ
冨
宵
冒
○
拝
胃
践
冨
３
己
冒
別
口
＆
嚴
画
【
ぐ
鄙
。
】
穴
の
ぐ

Ｏ

（
２
８
８
）
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Ｂ
虚
空
見
宝
塔
品
・
分
別
功
徳
品

Ｃ
そ
の
他
薬
草
喰
品
・
化
城
職
品
・
五
百
弟
子
授
記
品
・
安
楽
行
品
・
分
別
功
徳
品

こ
の
中
、
「
そ
の
他
」
の
項
目
に
は
達
意
的
雛
訳
と
省
略
と
の
両
者
を
含
ま
し
め
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
妙
法
華
経
に
存
し
正
法
華

経
に
存
し
な
い
省
略
は
化
城
嚥
品
と
分
別
功
徳
品
の
中
の
一
ケ
処
と
に
見
出
さ
れ
る
。
前
者
は
菩
薩
の
名
称
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
り
、

後
者
で
は
同
一
内
容
の
説
示
が
三
度
続
け
ら
れ
る
中
の
一
ヶ
所
で
あ
る
ｏ
或
は
繁
雑
を
さ
け
る
意
味
の
省
略
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
理

由
は
不
明
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
而
し
て
、
際
胤
閣
の
存
す
る
文
章
簡
処
の
内
容
は
梵
・
漢
法
華
経
共
に
、
爵
隙
騨
が
広
大
無

Ａ
摂
護
土
界
涌
出
品

示
す
る
記
述
に
於
て
見
ら
れ
る
。
正
法
華
経
の
こ
の
章
に
於
て
は
鼻
胤
画
を
虚
空
と
繩
訳
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
虚
空
が
周
囲
無
限
な
る

を
語
る
所
で
は
倒
丙
倒
曾
の
訳
語
は
見
あ
た
ら
な
い
。

以
上
、
妙
法
華
経
に
於
て
虚
空
と
語
ら
れ
た
部
分
に
つ
い
て
、
梵
文
法
華
経
が
幽
厨
段
と
記
し
て
い
る
箇
所
を
摘
出
し
て
来
た
の
で
あ

る
が
、
此
処
で
は
画
口
冨
凰
庸
画
の
場
合
と
異
っ
て
、
妙
正
両
法
華
経
に
於
て
顕
著
な
相
違
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

即
ち
、
幽
口
冨
風
厨
騨
の
訳
語
と
し
て
は
妙
正
両
法
華
経
と
も
に
「
虚
空
」
の
訳
語
を
使
用
し
て
い
る
の
に
比
較
し
て
、
巴
働
曾
の
訳
語

の
時
妙
法
華
経
は
一
様
に
「
虚
空
」
の
訳
語
を
使
用
し
て
お
る
け
れ
ど
も
、
正
法
華
経
は
少
か
に
三
度
「
虚
空
」
の
訳
語
を
使
用
し
て
お

る
に
す
ぎ
ず
、
他
は
「
摂
護
土
界
」
と
訳
す
か
、
使
用
さ
れ
た
文
章
の
義
に
よ
っ
て
達
意
的
に
訳
出
す
る
か
、
或
は
緬
訳
を
省
略
す
る
か

の
何
れ
か
で
あ
る
と
云
い
う
る
。

即
ち
、
此
処
で
こ
の
区
別
を
明
記
す
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

一

ノ、

（92）



如
上
の
点
を
明
確
に
す
る
に
は
、
仏
教
以
前
か
ら
の
印
度
思
想
に
於
て
、
凶
厨
曾
を
如
洞
様
に
理
解
し
て
お
っ
た
か
を
し
ら
べ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
虚
空
倒
冨
蟹
と
い
う
語
は
元
来
空
中
韓
ロ
同
国
嚴
騨
の
小
な
る
も
の
と
し
て
、
物
体
の
運
動
出
来
得
る
空
間
と
し
て
考
え
ら

れ
、
更
に
、
そ
の
空
間
が
広
大
無
辺
に
し
て
障
畷
な
き
も
の
と
し
て
思
考
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
点
で
物
質
視
さ
れ
得
る
空
中
と
は

相
異
せ
る
概
念
の
面
が
発
達
し
て
来
た
と
思
わ
れ
る
が
、
更
に
、
ャ
ｉ
ジ
ニ
ャ
ヴ
ル
キ
ャ
ァ
岡
幽
旨
騨
ぐ
巴
匂
画
は
一
切
の
世
界
の
中
で
最

高
に
優
れ
て
い
る
梵
界
の
外
面
的
な
も
の
を
凶
冨
雷
と
な
し
て
お
る
か
ら
、
鯉
冨
綴
は
天
上
地
下
に
も
存
し
て
天
地
三
世
一
切
の
も
の
を

包
括
し
凡
て
の
も
の
に
生
成
存
在
活
動
の
場
所
を
与
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
画
貝
閏
鼻
苗
の
意
味
す
る
拡
が
り
と
は
差
異
あ
る
内

容
を
持
た
さ
れ
て
来
た
と
い
い
う
る
。
こ
の
三
世
を
も
包
括
す
る
と
考
え
ら
れ
た
凶
厨
普
は
、
ヂ
ャ
イ
ナ
嚴
冒
画
に
於
て
は
鋤
冨
曾
を
除
く

四
実
在
体
幽
の
叶
涛
圏
画
の
存
在
成
立
活
動
の
場
所
と
し
て
の
大
空
処
で
あ
り
、
鰯
厨
欝
は
唯
一
無
限
常
住
無
作
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
、
か

く
て
初
期
に
於
て
角
昌
胃
冒
笛
の
小
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
っ
た
画
厨
雷
は
成
生
発
展
し
て
、
二
つ
の
意
味
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
つ
は
六
界
中
の
空
界
と
し
、
実
有
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
か
出
る
性
質
を
超
絶
し
た
も
の
で
あ
る

う
点
で
あ
る
。

辺
に
し
て
障
磯
な
き
も
の
た
る
を
説
示
せ
ん
と
す
る
場
面
に
於
て
使
用
さ
れ
て
お
る
の
で
あ
る
か
、
倒
厨
段
が
獣
国
笥
勉
薗
と
同
様
内
容
を

示
す
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
涌
出
品
の
場
合
は
明
ら
か
に
凶
冨
曾
を
仏
の
住
ま
う
べ
き
処
と
し
て
特

殊
な
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。
即
ち
、
正
法
華
経
に
於
て
摂
護
土
界
と
訳
出
さ
れ
て
お
る
箇
所
に
は
形
容
詞
的
要
素
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
次
の
事
柄
が
考
え
ら
れ
る
、
竺
法
護
は
法
華
経
を
雛
訳
す
る
の
に
際
し
て
、
鼬
員
胃
鼻
笛
と
倒
颪
段
の
二
つ
の
語
の
間
に

あ
る
程
度
の
区
別
を
立
て
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
点
と
、
涌
出
品
の
場
面
を
他
の
各
章
と
は
区
別
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
と
い

七
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即
ち
、
有
部
の
大
毘
婆
娑
論
は
鼻
駁
騨
を
明
白
に
二
分
し
て
考
え
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
鼻
駁
騨
と
騨
駁
画
島
国
目
と
に
関
し
て

で
あ
る
が
、
同
書
七
五
に
、
虚
空
空
界
有
二
何
差
別
一
。
答
、
虚
空
非
し
色
空
界
是
色
。
虚
空
無
見
空
界
有
見
。
虚
空
無
対
空
界
有
対
。

⑥

虚
空
無
漏
空
界
有
漏
。
虚
空
無
為
空
界
有
為
。
と
示
す
如
く
、
鯉
畠
曾
を
二
種
の
意
味
に
使
い
わ
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時

虚
空
は
無
為
法
で
あ
り
空
界
は
有
為
法
中
の
色
法
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
説
一
切
有
部

留
月
乱
昌
ぐ
豊
冒
に
対
し
て
、
経
最
部
留
貝
境
間
丘
冨
の
立
場
で
有
部
を
批
判
し
た
と
い
わ
れ
る
倶
舎
論
は
、
色
法
の
う
ち
の
四
大
と
心

の
実
有
を
説
き
、
そ
の
他
の
各
法
及
び
無
為
法
の
実
有
な
る
こ
と
を
否
認
し
て
、
六
大
中
の
空
界
は
色
法
に
非
ざ
る
こ
と
を
説
示
し
て
い

⑦
る
。
こ
の
面
で
、
経
最
部
か
ら
発
展
生
成
し
た
と
な
さ
れ
る
訶
梨
肱
摩
国
四
風
ぐ
胃
日
画
口
の
成
実
論
が
、
諸
法
を
分
類
し
て
五
位
八
十
四
法

を
立
て
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
俗
諦
上
の
こ
と
で
仮
り
に
設
け
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
の
第
一
義
諦
か
ら
み
れ
ば
空
で
あ
る
、
と
な

し
て
い
る
ご
と
く
、
（
註
成
実
論
第
瑠
虚
空
は
無
法
に
底
附
く
Ｏ
但
色
な
き
所
を
名
づ
け
て
虚
空
と
な
せ
ば
な
り
）
一
切
の
も
の
が
空
で
あ
り

⑧
・

実
有
で
は
な
い
と
す
る
考
え
に
発
展
し
て
行
っ
た
訳
で
あ
る
。
然
し
、
反
面
、
倶
舎
論
に
反
対
の
立
場
を
示
し
て
衆
賢
留
日
”
ロ
号
迂
昌
圖

は
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
・
阿
毘
連
勝
顕
宗
諭
を
著
し
て
、
虚
空
と
空
界
と
は
別
に
存
す
る
も
の
に
し
て
、
空
界
の
体
は
実
有
な
る
こ
と
を

⑨

強
調
し
て
い
る
。
即
ち
、
順
正
理
論
第
二
に
於
て
、
以
虚
空
界
与
虚
空
祁
少
分
相
。
故
有
此
処
仮
号
虚
空
。
空
界
即
是
咽
喉
等
穴
。
と
説

き
、
更
に
、
倶
舎
論
に
反
論
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

虚
空
界
者
。
不
離
虚
空
．
然
彼
虚
空
体
非
実
有
。
故
虚
空
界
体
亦
非
実
。
此
有
嘘
言
而
無
実
義
。
虚
空
実
有
。
後
当
広
明
。
令
因
空
界
。

且
略
成
立
。
離
虚
空
界
実
有
虚
空
。
故
世
尊
言
。
虚
空
無
色
無
見
無
対
。
当
何
所
以
。
然
燕
光
明
虚
空
顕
了
。
比
経
意
説
。
虚
空
無
為
。

⑩

雌
無
所
依
。
而
有
所
作
。
と
し
て
藤
空
も
存
在
せ
る
も
の
な
る
を
主
張
し
て
い
る
。
顕
宗
巻
第
三
に
は
、
顕
色
差
別
名
為
空
界
。
応
知
此

．
⑪

界
作
是
実
有
。
説
内
外
故
。
如
地
界
等
此
離
虚
空
其
休
別
有
。
と
な
し
て
い
る
。
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空
相
示
有
時
則
無
為
空
法

若
先
有
虚
空
郡
為
是
無
相
⑫

己
画
ｌ
鰹
勘
段
凰
乱
号
鼻
の
丙
目
鼻

己
冒
罠
ぐ
勉
口
〕
凶
丙
倒
公
平
ｌ
』
画
屍
、
四
口
凶
行
一

画
置
厨
四
口
四
日
胃
閉
旦
荊
国

の
冒
倒
庁
ご
卸
儲
ぐ
四
国
Ｐ
胃
壁
○
一
芦
幽
丙
切
酋
伺
勵
二
一

と
、
虚
空
が
全
く
実
体
の
な
い
こ
と
を
説
き
、
か
き
る
実
体
の
な
い
物
は
何
処
の
場
処
に
て
も
あ
る
は
ず
は
な
い
の
で
虚
空
は
有
体
で
も

な
く
、
非
有
で
も
な
く
所
相
で
も
な
く
相
で
も
な
い
。
と
示
し
て
、
一
切
の
物
は
か
く
の
如
く
で
あ
り
こ
れ
を
有
・
無
と
見
る
も
の
は
真

実
実
相
の
義
た
る
空
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
而
し
て
、
彼
の
高
弟
提
婆
は
百
論
に
於
て
、
無
色
が
虚
空
の
相

而
し
て
、
こ
の
虚
空
は
虚
空
界
と
は
相
異
る
も
の
五
あ
る
が
故
に
、
六
大
巾
の
虚
空
で
は
な
と
」
と
も
明
確
に
示
さ
れ
て
お
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
か
く
、
空
界
と
虚
空
と
の
相
異
せ
る
こ
と
を
明
白
に
示
し
て
、
六
大
と
し
て
扱
わ
れ
る
空
界
は
実
有
に
し
て
虚
空
と
相
異
せ
る

こ
と
を
説
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
即
ち
、
虚
空
を
弾
別
四
と
鰹
働
曾
口
底
倒
目
と
に
分
類
し
、
前
者
は
無
為
法
に
お
け
る
虚
空
無
為
の
虚
空

後
者
は
六
大
中
の
朧
空
界
と
し
て
、
こ
の
二
つ
が
同
一
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
、
否
か
に
関
し
て
の
輪
靜
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
か
Ｌ
る
論
評
の
結
末
は
明
白
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
間
に
中
観
派
・
唯
才
派
や
大
乗
仏
教
が
成
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

虚
空
に
就
て
の
説
示
も
展
開
せ
ら
れ
て
お
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

以
上
の
仏
教
各
派
に
対
し
て
龍
樹
ｚ
掛
胃
甘
己
四
阿
利
耶
提
婆
炉
昌
自
の
ぐ
画
は
、
よ
り
優
れ
た
立
場
か
ら
虚
空
に
対
す
る
態
度
を
示
し
て

い
る
。
即
ち
、
中
諭
観
六
種
品
に
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で
は
な
く
し
て
、
虚
空
は
無
相
に
し
て
、
但
だ
名
の
み
有
っ
て
実
の
な
き
も
の
で
あ
る
と
、
虚
空
が
全
く
実
体
を
有
せ
ざ
る
が
如
く
一
切

⑬

の
存
在
は
全
て
実
体
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
前
の
概
念
を
実
体
視
し
こ
れ
を
分
析
研
討
す
る
態

度
を
根
底
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
仏
教
の
根
本
理
念
た
る
空
箇
目
色
の
思
想
性
か
ら
の
現
象
界
の
再
認
才
の
立
場
で
あ
る
と
い
い

う
る
。
従
っ
て
、
こ
の
二
者
の
態
度
は
虚
空
が
如
何
な
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
究
め
る
た
め
の
資
料
と
は
な
り
得
な
い
と
も

以
上
の
如
く
、
各
論
述
書
を
見
た
と
こ
ろ
、
虚
空
の
訳
語
は
罠
融
騨
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
煙
ご
薗
働
冨
騨
の
訳
語
で
は
な
い

こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
が
、
た
目
有
為
法
と
し
て
考
え
ら
れ
た
六
大
中
の
騨
溌
四
・
屋
鮮
口
に
は
四
口
９
国
厨
四
・
に
通
じ
う
る
要
素
が
含

ま
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
は
現
実
に
は
見
る
こ
と
は
出
来
な
く
て
も
、
青
空
と
し
て
空
中
を
考
え
る
時
、
可

能
的
対
象
と
な
り
得
べ
き
要
素
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
に
伝
来
さ
れ
た
大
乗
仏
教
は
、
そ
こ
で
華
々
し
い
開
花
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
大
乗
の
花

弁
の
中
に
虚
空
鰹
国
笛
に
つ
い
て
の
説
示
を
求
め
る
と
、
慧
遠
の
大
乗
義
章
第
二
、
嘉
祥
の
百
諭
疏
巻
下
の
中
に
於
て
認
め
る
こ
と
が
出

来
る
。
即
ち
、
大
乗
義
章
第
二
に
は
、
虚
と
空
と
は
雌
の
別
称
な
り
。
虚
に
し
て
形
質
な
く
、
空
に
し
て
臓
有
る
こ
と
無
き
が
故
に
虚
空
と

旬

い
う
。
と
示
し
、
更
に
、
従
来
、
小
乗
徒
に
於
て
な
さ
れ
た
虚
空
に
対
す
る
前
記
の
二
分
法
に
就
て
、
虚
空
界
を
有
為
法
と
し
て
六
大
中

の
空
大
の
所
摂
と
す
る
考
え
方
を
、
成
実
・
大
乗
は
彼
の
有
為
の
虚
空
を
破
し
但
だ
－
種
の
無
為
の
虚
空
を
説
く
。
と
こ
れ
を
否
定
し
、

虚
空
は
無
為
法
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
こ
の
無
為
法
の
虚
空
に
つ
い
て
は
、
空
を
見
る
と
い
う
も
而
も
実
に
は
見
ざ
る
な
り
。
若

し
空
可
見
な
ら
ば
即
ち
是
色
法
に
て
色
は
即
ち
無
常
な
り
。
（
北
本
）
浬
薬
経
に
広
く
破
し
て
空
の
見
厄
き
こ
と
を
明
せ
り
。
虚
空
是
の

⑭

如
し
。
と
、
虚
空
が
無
相
に
し
て
実
の
な
き
も
の
で
あ
る
こ
と
の
説
示
を
展
開
し
て
い
る
。
而
し
て
、
嘉
疏
の
百
論
疏
下
の
中
も
亦
、
虚

い
い
う
る
。

ノ
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無
相
に
し
て
実
体
が
な
い
と
せ
ら
れ
る
虚
空
倒
冨
綴
は
い
わ
ば
絶
対
空
間
を
意
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、

そ
れ
は
何
物
に
も
陣
臓
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
広
大
無
辺
、
一
切
の
物
を
そ
の
中
に
含
ま
し
め
て
い
る
空
間
で
あ
り
、
法
華
経
に
見
ら
れ
る

大
多
数
の
例
は
か
世
る
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
法
華
経
が
妙
・
正
両
経
を
通
じ
て
騨
倒
閏
を
虚
空
と
訳
出
し
た
の
は
こ
の
意

味
で
当
然
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｏ
而
し
て
、
薬
草
喰
品
と
安
楽
行
品
は
勤
厨
蟹
を
も
っ
て
勘
動
画
鱈
の
意
味
に
於
て
使
用
し
て

い
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
即
ち
、
妙
法
華
経
薬
草
楡
品
は
倒
厨
段
’
ぬ
胃
涛
鱈
冒
騨
ず
ぽ
日
匡
辱
冒
を
終
に
空
に
帰
す
と
訳
出
し
、
正

法
華
経
は
、
直
訳
は
見
出
せ
な
い
が
、
文
末
を
解
脱
を
得
せ
し
む
と
訳
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
倒
冨
綴
Ｉ
鴇
蔑
３
日
が
凰
園
倒
冨
・

昌
辱
口
・
碍
煙
Ｉ
ず
ぽ
蝕
目
冨
日
等
に
並
べ
て
使
用
さ
れ
て
お
る
処
を
み
る
と
鼻
駁
閣
が
こ
れ
等
と
同
類
の
同
容
を
示
す
も
の
と
し
て
使

用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
空
と
同
義
語
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
安
楽
行
品
は
一
切
法
は
空
に
し
て
虚
空
の
如
く
所
有
の
性
な

し
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
前
者
同
様
に
空
と
同
様
内
容
を
も
つ
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
尚
、
こ
う
し
た

⑮

空
は
実
有
で
な
い
こ
と
を
体
用
相
の
三
面
か
ら
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
虚
空
鼻
凱
閣
が
無
自
性
に
し
て
実
の
な
き
も
の
で

あ
り
、
掴
え
ど
こ
ろ
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
虚
空
と
虚
空
界
の
区
別
は
な
く
一
様
に
無
為
の
虚
空
で
あ
る
、
と
大
乗
仏
教
が
説
示
す
る
と

き
、
大
乗
の
考
え
る
虚
空
は
も
は
や
空
中
鯉
具
閏
司
厨
鯉
の
も
つ
意
味
と
は
陥
別
の
内
容
の
も
の
で
あ
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即

ち
、
か
き
る
意
味
合
に
於
て
は
、
虚
空
は
理
念
的
空
間
で
あ
り
、
象
徴
的
空
間
で
あ
り
、
絶
対
空
間
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
と
理
解
さ
れ

⑯

て
い
る
と
い
い
う
る
。
厩
の
旨
が
英
訳
法
華
経
に
於
て
醐
汽
胤
幽
を
①
冒
昌
妙
胃
と
訳
し
て
四
目
厨
境
界
笛
の
鼻
笥
の
訳
語
と
た
が
え
て
い
る
の
は

か
§
る
理
由
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。八
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使
用
例
は
法
華
経
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
古
く
阿
含
経
の
中
に
於
て
も
、
空
処
・
空
想
・
空
林
等
の
用
語
例
に
も
見
る
こ
と
が
出
来

る
。
即
ち
、
虚
空
が
無
自
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
立
場
が
、
窄
含
働
冒
に
親
近
す
る
結
果
と
な
っ
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

併
し
、
他
方
漢
訳
法
華
経
に
於
て
画
員
閨
房
笛
を
虚
空
と
し
て
訳
出
し
た
の
は
初
期
印
度
思
想
に
於
て
鼻
胤
騨
を
“
旨
冨
員
租
の
小
な
る
も

の
と
し
て
考
え
た
方
法
の
影
辮
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
僅
画
国
風
席
騨
を
空
界
と
考
え
そ
の
空
界
が
六
大
中
の
虚
空
界
と
混
同
し
て
考
え

ら
れ
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。
陣
朧
な
く
広
大
無
辺
な
る
も
の
は
雌
空
に
と
ぎ
ま
ら
ず
空
中
も
亦
か
Ｌ
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

故
に
、
虚
空
と
空
中
と
は
混
同
し
易
き
性
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
漢
訳
両
経
が
樫
＆
雷
と
四
日
自
民
笛
の
両
語
を
通
じ
て
虚
空
と

訳
出
し
た
の
は
こ
の
辺
に
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
う
ち
文
義
上
に
於
て
、
覺
鼠
画
が
爵
目
騨
に
親
近
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
箇
処
に
於
て
は
前
記
の
如
く
、
正
法
華
経
は
「
虚
空
」
の
訳
出
語
を
使
用
せ
ず
に
意
訳
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

換
言
す
る
と
、
羅
什
は
妙
法
華
経
の
脈
訳
に
際
し
て
塾
＆
段
と
色
貝
凹
国
嚴
僅
の
両
語
に
於
て
の
差
異
を
別
段
に
考
え
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
護
は
広
大
無
辺
な
拡
り
を
も
つ
も
の
を
虚
空
と
な
し
て
圏
胃
閏
涛
笛
と
同
様
に
考
え
た
様
子
で
あ
り
、
鼻
胤
画

の
う
ち
に
箇
動
爵
に
以
通
う
意
味
の
あ
る
こ
と
を
探
知
し
て
、
こ
れ
に
は
直
訳
を
あ
た
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
虚
空

の
語
は
既
に
広
大
無
辺
な
拡
り
に
対
し
て
名
附
け
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
と
空
と
は
異
質
の
内
容
を
も
つ
詞
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て

竺
働
笛
が
法
華
経
説
法
展
開
上
重
要
と
認
め
ら
れ
た
涌
出
品
に
於
て
は
特
別
に
摂
護
土
界
の
訳
語
を
与
え
た
と
い
い
う
る
。

九
〃

涌
出
品
に
於
て
正
法
華
経
が
倒
颪
醤
に
特
別
な
訳
語
を
使
用
し
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
の
は
、
単
に
表
現
さ
れ
た
訳
語
が
相
異
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
っ
て
、
涌
出
品
の
内
容
が
法
華
経
を
理
解
す
る
上
に
極
め
て
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
更
に
換
言
す
る
と
、
涌
出

品
に
於
け
る
里
＆
侭
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
宝
塔
品
の
幽
貝
閏
禺
綴
と
如
何
に
相
異
せ
る
も
の
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
法
華

『
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経
の
特
異
性
が
表
現
さ
れ
る
か
否
か
の
問
題
を
含
む
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
法
華
経
の
後
半
が
如
来
の
生
命
の
永
遠
性
に
つ
い
て
語

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
仏
が
時
間
と
空
間
と
を
超
絶
し
た
と
こ
ろ
に
於
て
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
多
数
の
人
々
に
よ
っ
て
指

適
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
時
間
の
超
絶
は
地
涌
の
菩
薩
出
現
に
於
て
な
さ
れ
た
と
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
共
に
空

間
の
超
絶
も
地
涌
の
菩
薩
出
現
に
依
っ
て
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
地
涌
の
菩
薩
の
住
処
は
一
切
の
自
性
・
固
定
有
の
実
在
を

否
認
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
地
涌
の
菩
薩
の
住
処
に
つ
い
て
道
生
は
下
方
空
中
住
者
在
空
理
也
、
と
註
し
て

箇
蔚
画
に
住
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
見
宝
塔
品
に
来
集
し
た
四
衆
等
が
こ
の
地
涌
の
菩
薩
等
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
の
は
、
悟
性
非
十
住
所
見
故
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
か
く
の
如
く
、
地
涌
の
菩
薩
の
住
処
黒
駁
騨
が
箇
創
角
で
あ
る
こ
と
は
、
後
の

註
訳
書
た
る
文
句
・
玄
賛
等
に
も
見
ら
れ
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち
、
地
涌
の
菩
薩
の
住
処
凶
圃
曾
に
つ
い
て
、
文
句
は
非
し
比
非
レ
彼

し
て
中
道
に
存
す
る
と
な
し
、
玄
賛
は
証
二
真
性
一
而
得
二
一
乗
一
、
故
住
し
空
と
な
し
て
い
る
が
、
・
か
ふ
る
虚
空
が
単
な
る
空
中
を
意
味
す

る
も
の
で
な
く
思
想
的
空
間
で
あ
り
、
①
』
の
日
の
貝
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
虚
空
は
地
涌
の
菩
薩
の
住
処
で
あ
る
限

り
、
地
涌
の
菩
薩
出
現
と
時
を
同
じ
う
し
て
設
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
即
ち
、
本
仏
の
生
命
の
永
遠
性
を
説
示
す
る
意

欲
は
空
間
を
現
実
的
空
間
か
ら
超
絶
さ
せ
る
こ
と
と
共
に
始
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
・
仏
陀
の
久
遠
の
生
命
観
は
仏
陀
の
生
命
が
、

空
絶
対
無
に
媒
介
さ
れ
た
時
間
で
あ
り
、
現
象
的
生
命
か
ら
思
想
的
生
命
に
転
換
せ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
と

同
様
に
、
仏
陀
の
存
在
の
場
処
は
現
象
的
空
間
か
ら
思
想
的
空
間
に
転
換
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
法
華
経
の
職
成
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
そ

れ
は
単
に
耆
闇
掘
山
か
ら
虚
空
え
と
説
法
場
面
を
移
し
た
と
す
る
従
来
の
見
解
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
虚
空
会
の
説
法
場
面
と
考

え
ら
れ
る
も
の
の
中
に
、
実
は
鼬
凰
国
慰
四
の
説
法
場
面
と
鼻
凶
曾
の
説
法
場
面
の
両
者
が
存
す
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
う
る
。
即
ち
、
こ
の
小
論
に
於
て
述
べ
得
る
こ
と
は
、
見
宝
塔
品
の
説
法
場
面
は
現
象
的
空
間
で
あ
り
、
涌
出
品
か
ら
の
説
法
場
面
は
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思
想
的
空
間
で
あ
り
曾
津
目
に
媒
介
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
点
に
関
し
て
蟹
あ
る
。
布
施
博
士
の
指
適
せ
る
需
界
が
燃
峰
を
軸

⑰

と
し
て
顕
現
す
る
、
と
な
す
の
も
か
＆
る
点
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
Ｉ
完
Ｉ

ーー

註

①
日
本
仏
教
学
界
年
報
第
二
十
三
蹄
、
拙
論
法
華
経
の
見
宝
品
と
従
地
涌
出
品
に
於
け
る
鱈
ｐ
箇
箇
田
と
幽
鬮
獣
に
つ
い
て
参
照

②
妙
は
妙
法
華
経
を
意
味
し
ま
す
。
所
依
本
は
大
正
蔵
経
、
ｖ
Ｏ
Ｌ
９
、
Ｐ
１
２
ａ

③
正
は
正
法
華
経
を
意
味
し
ま
す
。
全
全
Ｐ
７
５
ａ

④
梵
は
梵
文
法
華
経
を
意
味
し
ま
す
。
荻
原
・
土
田
本
Ｐ
６
７

以
後
の
註
は
省
略
し
ま
す
。
末
尾
の
（
）
内
の
数
字
は
右
番
の
頁
数
を
示
し
ま
す
。

⑤
こ
の
箇
所
に
於
け
る
正
法
華
経
の
相
当
部
分
は
明
白
に
見
極
め
ら
れ
な
い
。

⑥
大
正
Ｖ
Ｏ
Ｌ
２
７
・
Ｐ
３
８
８
ｃ

⑦
全
全
２
９
．
Ｐ
６
Ｃ
・
Ｐ
３
４
ａ

③
全
全
３
２
・
Ｐ
３
４
３
１
３
４
５
．
１
６
９
章
・
１
７
０
章
参
照

⑨
全
全
２
９
・
Ｐ
３
３
６
ａ

⑩
全
全
Ｐ
３
４
７
ｂ

、
全
全
Ｐ
７
８
７
ａ

⑫
全
全
釦
・
Ｐ
７
ｂ

⑬
全
全
Ｐ
１
７
９
１
１
８
２
・
方
９
・
焔
章
参
照

⑨
全
全
４
４
．
Ｐ
４
９
６
ｃ
・
４
９
７
ａ

⑮
全
全
４
２
・
Ｐ
２
９
５
Ｃ
ｌ
６
ａ

⑯
虚
空
が
単
に
広
大
無
辺
な
拡
が
り
を
意
味
す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
紀
野
一
義
箸
法
華
経
と
チ
ヤ
ー
ン
ド
ー
ギ
ア
・
ウ
。

ド
に
記
さ
れ
て
い
る
。
．
即
ち
、
人
間
の
心
臓
の
中
に
虚
空
の
存
在
を
み
と
め
、
そ
の
小
さ
き
虚
空
の
拡
が
り
が
人
間
の
外
な
る
宇
壷

の
拡
が
り
と
相
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
象
徴
的
空
間
を
意
味
す
る
と
。

⑰
大
崎
学
報
第
一
○
九
号
布
施
博
士
箸
「
霊
鷲
山
」
の
語
義
参
照
。
此
の
箸
は
蕎
闇
掘
山
と
霊
鷲
山
と
は
同
語
の
識
訳
で
あ
る
が
、

鷲
山
は
意
訳
で
あ
り
、
寿
量
品
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
さ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

』
意
味
す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
紀
野
一
義
著
法
華
経
と
チ
ヤ
ー
ン
ド
ー
ギ
ア
・
ウ
パ
ニ
シ
ヤ
ッ

人
間
の
心
臓
の
中
に
虚
空
の
存
在
を
み
と
め
、
そ
の
小
さ
き
虚
空
の
拡
が
り
が
人
間
の
外
な
る
宇
宙
的
な
虚
空

話
即
ち
、
そ
れ
は
象
徴
的
空
間
を
意
味
す
る
と
。

耐
士
著
「
霊
鷲
山
」
の
語
義
参
照
。
此
の
箸
は
蕎
闇
掘
山
と
霊
鷲
山
と
は
同
語
の
識
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
中
霊

(100）


